
電気通信大学キャリア支援センター キャリアカウンセラー
1級キャリアコンサルティング技能士（国家資格）

国家資格キャリアコンサルタント
公認心理師（国家資格）

片岡 裕子

「在学生のご家族のための就職ガイダンス」



本日の流れ
 26卒就職活動の全体的な傾向
 27卒はどうなるのか︖
 本学の就職相談について

〜よくある相談
〜コロナ禍、物価上昇を経験しての変化
〜本学の学生の特徴

 ご家族の皆様にお願いしたい支援



26卒 就職活動の全体的な傾向



大卒者求人倍率1.66倍
（求人倍率＝求人総数÷民間企業就職希望者数）

出所：リクルートワークス研究所
「大卒求人倍率調査(2025年4月発表）」
＊調査期間は例年1～3月、2021年のみ6月実施
(コロナの影響あり）

前年から減少も、堅調な採用意欲



従業員規模間の倍率差

出所：前掲リクルートワークス研究所
「大卒求人倍率調査(2025年）」

大手企業の求人倍率は0.34倍
＊就職希望者数が多く、厳しい数字



政府主導で
従来通りを維持

＜就職活動の流れ＞
3月︓広報開始(情報解禁）

・会社説明会
・大学内合同企業説明会

6月︓選考開始（面接など）
10月︓内定式

＊一方、大学3年（修士1年）の４月に就職サイトのインターンシップサイトがオープンする。
実際はここから就活スタートとも考えられる。長期化と言われるのもこのことから。

＜就活スケジュール＞
・修士1年 ・修士2年



実際、3月1日時点で47.7％、
4月1日時点で64.9％の内定率（加速化が止まらない）

出所︓キャリタス就活学生モニター2026 調査結果
（2025 年 7 月発行）より



3月よりも前に面接開始︕早期選考︕

大手は年内開始の合計が37.4％。動き出しが早い。

出所：キャリタス2026年卒・新卒採用に関する企業調査−中間調査（2025年7月）



出所：キャリタス2026年卒・新卒採用に関する企業調査−中間調査（2025年7月）

昨年よりも多い︕12月に内定出し開始。

12月内定出しが増えた。



6月調査の時点ではまだ選考は継続
面接や内定出しの前倒しが進んだが、
終了率に変化は見られない。

出所：キャリタス2026年卒・新卒採用に関する
企業調査−中間調査（2025年7月）



26卒就職活動の傾向

インターンシップの定義改正から早期化が止まらない。
採用活動は長期化＆多様化。

 85.6％の学生がインターンシップ・1day仕事体験に
応募 マイナビ2026年卒大学生インターンシップ・就職活動準備実態調査（中間総括）

オンラインによる採用活動が定着、最終面接は対面と
使い分けが進む。

26卒は予想通りの早期化。
27卒も同様のペースで進んでいる。



27卒 就職活動はどうなる︖



採用意欲は高く、7割強が今期以上の採
用を予定。大手で「増える」が約4割。

出所：キャリタス2026年卒・新卒採用に関する企業調査（2025年7月調査）



・早期選考に繋がる期待もあり応募者増。
人気インターンの選考難化(20・30倍とも）

・長期〜1日(1Day仕事体験）等、多様になり、
目的に合わせて選びやすくなった。

・業界研究・職種研究に役立つと学生にも好評。

・一方、オンライン化により全国から応募者が増え、
人気インターンの選考が難化。

インターンシップは見逃せない

企業の早期囲いこみ傾向も顕著



タイプ1︓オープンカンパニー

目的︓企業・業界・仕事を知る

就業体験︓なし
実施期間︓1日
学年問わず

・取得した学生情報の活用NG

タイプ２︓キャリア教育

＜自らのキャリアを考える＞
就業体験︓なし

実施期間︓２〜３日
学年問わず

・取得した学生情報の活用NG

タイプ３︓汎用能力・専門活用型
インターンシップ

目的︓その仕事に就く能力が
自らに備わっているかを見極める

就業体験あり
実施期間︓汎用型5日間以上、

専門型2週間以上以上
学部(高学年）、大学院生向け

★取得した学生情報の活用OK

タイプ4︓高度専門型
インターンシップ(試行）

目的︓自らの専門性を実践で
活かし向上させる

就業体験あり
実施期間︓2か月以上

大学院生向け
＊試行結果を踏まえ今後検討

★取得した学生情報の活用OK
★一定の要件を満たす必要あり

インターンシップの新しい動向(25卒より）

「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方」(3省合意）を改正

インターンシップで取得した学生情報が、
広報活動の開始時期以降、

使用可能となった



インターンシップ選考
人気企業のインターンシップは倍率も高く・選考
も厳しい（本選考よりも厳しい会社もあり）

＜選考内容＞

①エントリーシート（ES）
②筆記試験（会社によって違う）
SPI、玉手箱、GAB、CAB、GMAT
＊いずれも対策が必要、
時間がなくスピードも求められる。

③グループディスカッション
④面接

本選考と内容も
変わらない︖︕



実施時期とプログラム内容
これからは
秋・冬がある

出所：キャリタス2026年卒・新卒採用に関する企業調査（2025年7月調査）



・インターンシップ、1day仕事体験（オープン
カンパニー）による早期接触・選考ルート

・スカウトメールによる企業側からのアプローチ
(オファー型サービス）、就活エージェント

・一般採用ルート

・学校推薦、ジョブマッチング

本選考に向けて多様な接触機会・
就活選考



・合同企業説明会など不特定多数が集まる
イベントはオンラインが一般化。

・一次面接、集団面接、グループディスカッション
などはオンライン、最終面接はリアルになる混在型。

オンライン就活の浸透

オンラインとリアルの両方の準備・対策が必要



本学の就職相談について

よくある相談 その１

理系ならではの進路相談
専門スキルについて



よくある相談 その1＜学業＞

大学院進学か︖学部卒で就職するか︖
「学部卒よりも院卒のほうが就職に有利でしょうか︖」

文系就職をしたい
「プログラミングや理系の専門科目に自信が無い」

専攻を活かすか、専攻外か︖
「どんな仕事があるのか分からない」



本学の就職相談について

よくある相談 その２

就職活動に対する相談
初めての経験に不安も多い



何をしたら良いか、わからない
・・「シュウカツって何をしたら良いのでしょうか︖」

何の仕事をしたいのか、わからない
・・「やりたい事を仕事にしたいけど、何がやりたいのかわかりません」

自己PRが考えられない
・・「他人に言えるほどの得意や強みを持っていません」

よくある相談 その２
＜就職活動について＞



アルバイトもサークル活動も経験なし
・・アルバイトもサークルもしていません。
ESに書くエピソードがありません。

推薦と自由応募のどちらが良い︖
・・理系だから推薦を使えるから有利ですよね

自分だけ内定が取れなかったら・・
・・周囲が決まっていて自分だけ内定取れなかったら

心配で仕方が無いです。

大学院や公務員から進路変更して、
今からでも就職できる︖(9月）

・・大学院に落ちてしまいました。



（参考）推薦応募と自由応募について
自由応募は誰もがエントリーできる分、
競争率は高い。

推薦は選考過程が少なくなる傾向が高いが、必ず
内定するわけではない。
＊自由応募で進んできた学生と面接で負けてしまう

学校推薦は辞退できない。

最近は自由応募のほうが多い傾向。



本学の就職相談について
コロナ禍、物価上昇を経験しての変化

26卒就活生について「待遇や働き方にこだわる学生が増えた」と
感じた企業・・76.3％

大企業志向、収入、働き方に拘る学生が増えた

出所：キャリタス2026年卒・新卒採用に関する企業調査（2025年7月調査）



転勤がない会社で働きたい
地方勤務は避けたい
・・大手メーカーは地方勤務、転勤が多いので悩む。
→専門ではないがIT業界に行きたいという声が増えた

安定している会社に入りたい
・・不景気でも大丈夫・安心な会社に入りたいです。

収入の良いところで働きたいです
友人と就活の話をしません
・・自分は遅れていますか︖ほかの皆はどうしていますか︖
SNSで情報収集（玉石混交。不確かな情報注意）



本学の学生の特徴と対策

〜相談から見えてくるもの



1.真面目で心配性
コツコツと努力家で真面目。責任感も高く、
最後までやり遂げる。基礎学力も十分。
一方で、自己肯定感が低めで自分に自信が持てない。
自己PRが苦手。心配性で完ぺき主義なところがある。

・夏のインターン全滅、この先不安しかない。
・研究が全然進んでいない。授業もあるのに両立できるのか。

キャリアカウンセラーに相談して不安を解消していく。
今後どうしていくかを一緒に考え、着々と進めていく。



２.人との関わりに苦手意識
自分の思いを相手に伝えたり、グループで
活動することに苦手意識がある。

初対面の人、他人と目を見て話すことが出来ない場合も。
就職活動での面接選考をとても心配している。

「個人相談」を活用する。年上の大人と話す練習に
なる。面接は慣れも大事、面接練習も実施。
メンタル不調気味の場合は「学生何でも相談室」と連携し
て支援。



３．こだわりが強いケースも
自分のやりたいこと（ゲーム業界等）に対
するこだわりが強く、視野が狭い。

一度思い込んだらなかなか考えを変えることが出来ず、就
活が難航することも。

就活も自己流で進めているケースが多い。
どうにもいかなくなって相談に来る(もったいない︕）
早めの相談をご家族からも促していただきたい。



キャリア支援センターでの支援内容
個人相談

(リアル・オンライン両方で実施）
進路・就職活動の相談全般、
ES・模擬面接など選考に対する全面的支援

グループワーク
①グループディスカッション対策
（最近多くなって来た選考方法。何回か体験して考え方、関わり
方を知る。他大学との実施も増やしています。 ）
②集団面接対策



ご家族の皆様へ

お願いしたい支援



現在の就活の難しさ
〜親世代の常識は通用しない

１．正解が無く、基準は曖昧
偏差値・成績のような「○点」と数字(定量）的な評価ではなく
正解が無い。企業ごとの相対評価、相性もある。

２．就職・採用活動の自由化と
就職サイトの台頭

オープンに採用情報が公開され、誰でも応募が出来るようになった。
一方、人気企業では応募数が劇的な数になる。「学校名や成績よ
りも人間力」と募集には書いてあるが、それで落ちたときのショックは
なおさら大きい。



３．選考方法･スケジュールはバラバラ
多様化は進み、企業によって選考スケジュールは違う。
また学生によっても異なる(インターンの有無、リクルーターの有無
、面接回数、推薦利用など）。
→他人と比べても意味が無い。

４．オンライン選考への環境づくりに協力
WEB面接に不安なこと︓通信環境65.8％ ※

「家族がいる時間に面接をしたくない」「話を聞かれたくない」
「生活音や話し声が 気になって集中できない」などの声も。
→面接日時を家族で共有し対応を考える

※就職みらい研究所（2020年6月12日時点）



５．大学進学率は激増
＜1988年＞25.1％ ＜2024年＞62.0％
大学生というカードの効力は低下︖

６．大卒求人倍率
＜1992年3月卒＞2.41倍 ＜2026年3月卒＞1.66倍
保護者世代は2倍以上の「超売り手市場」だった



NGワード
・そんな会社知らないけど、大丈夫なの︖
・せめて大手の関連会社に入ってね。
・大手企業に入れないなら就活留年したら︖
・SEはハードな職だよ。あなたにはムリだよ。
・○○さんはもう決まったみたいよ。あなたは︖
・公務員を目指しなさい。
・（TVのCMを見て）この会社よさそうじゃない︖
・そんなことだから落とされるんだよ。
・大学に行ってその仕事︖



割合保護者との関わりで嫌だったこと(複数回答可）

10.7%志望業種について意見された1位

7.3%就職活動の進め方について意見された2位

6.8%ライフプラン、キャリアプランについて意見された3位

6.2%志望職種について意見された4位

5.2%進路決定後に進路について意見された5位

5.1%自分の気持ちをくんだ言葉をかけてくれなかった6位

4.0%保護者や別の世代の人と比べられた、
（同率）他の人や兄弟などと比べられた7位

68.9%特にない—

就活生が親にしてもらって
「嫌だったこと」ランキング

出所：就職みらい研究所「就職プロセス調査25年卒 2024年12月1日時点



割合保護者との関わりで良かったこと(複数回答可）

40.8%普段と同じ態度、見守り役、聞き役に徹してくれた1位

39.6%励まし、癒し、心の支えになってくれた2位

37.0%物質的支援をしてくれた（スーツなど就職活動に必要な物の用意、等）3位

36.7%個性を尊重し、自分の活動を肯定してくれた4位

34.0%食事面、生活面の援助をしてくれた5位

32.5%金銭的援助をしてくれた6位

29.9%保護者、社会人としての意見をくれた7位

9.7%積極的に就職に関する情報を集めたり、教えたりしてくれた8位

8.3%ESや課題等の添削等アドバイスをしてくれた9位

4.5%面接の練習等につきあってくれた10位

就活生が親にしてもらって
「良かったこと」ランキング

※全12項目より上位10項目を抜粋（「特にない」を除く）



家族だから出来ること、
家族にしか出来ないこと。

 を広げるお手伝い
多くの学生は「消費者目線」で企業を探しがち。一般には知られ
ていなくても優良な会社はたくさんあります。ご家族の仕事経験、
知識などを通して広い視野を持てる様に導いてあげてください。

自己分析 のお手伝い
その学生の良いところを一番知っているのはご家族です。会話を
してみて「そこがあなたの良いところね」「小さいときから○○が得意
だったね」と良いところを伝えてあげてください。

視野

自己分析



「求められたら助ける」スタンス
そして、いつでも一番の 味方
親の心配がプレッシャーになることも。過干渉・無関心もNG。
「何か困ったときはいつでも協力するよ」
「一番の味方」だと伝えてください。

金銭的な 援助をお願いします

味方

金銭的な
就職活動の使途として頻度の高かったもの︓
衣装代（スーツ、靴、カバン等）、交通費、食事代、宿泊費、資格取得費など
26卒︓就職活動全体で8万2,277円（2025年６月1日 時点調査）
25卒︓8万4434円
＊コロナ禍前の2020年卒︓12万8,890円（交通費・宿泊費が負担大）

出所：株式会社インディードリクルートパートナーズ「就職プロセス調査」



電気通信大学キャリア支援センター
キャリアカウンセラー 一同

社会人として自律的・継続的な
キャリア形成ができる様に、全力で
さまざまな支援を行って参ります。


